
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
結
論
、
そ
し
て
そ
れ
に
関
連
す
る
諸
事
項
は
修
正

疑
う
と
な
る
と
、
表
記
研
究
や
筆
跡
研
究
等
の
方
法
お
よ
び
そ
れ
ら
に

は
じ
め
に

徳
川
美
術
館
蔵

『
基
俊
集
』

『
登
蓮
集
』

ー
定
家
真
筆
説
へ
の
疑
問
ー

あ
る
一
定
の
条
件
下
で
書
写
活
動
を
行
う
際
、
同
一
人
物
の
使
用
す
る

文
字
に
は
共
通
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
前
提
を
基
に
し
て
、
林

田
（
二

0
0
1
―
-
）
で
は
天
理
図
書
館
蔵
『
｛
貰
方
集
』
の
、
同
（
二

0
0
五
）
で

は
同
館
蔵
『
一
宮
紀
伊
集
』
の
、
藤
原
定
家
真
筆
文
献
内
に
お
け
る
表
記

の
特
異
性
を
四
つ
の
観
点
（
書
写
形
式
・
漢
字
使
用
・
仮
名
使
用
・
字
形
）

か
ら
指
摘
し
た
。
実
際
、
先
に
述
べ
た
前
提
は
磐
石
で
あ
る
と
は
い
い
難

い
し
、
究
極
的
に
は
証
明
困
難
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を

や
再
検
証
を
迫
ら
れ
る
部
分
が
少
な
か
ら
ず
存
し
よ
う
。
こ
と
は
定
家
筆

資
料
だ
け
の
問
題
に
止
ま
ら
な
い
。

に
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。

検
討
資
料
に
つ
い
て
（
問
題
の
所
在
）

さ
て
、
本
稿
は
前
稿
二
編
と
一
連
の
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
対
象
と
す

る
二
集
も
、
先
の
天
理
図
書
館
の
二
本
同
様
、

川
美
術
館
蔵
『
基
俊
集
』
『
登
蓮
集
』
（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
『
基
俊
集
』
『
登

蓮
集
』
）
の
定
家
真
筆
文
献
内
に
お
け
る
表
記
の
特
異
性
を
指
摘
し
、
さ
ら

に
当
該
資
料
の
書
写
者
に
関
し
て
の
通
説
に
対
す
る
私
見
を
述
べ
、
そ
の

成
立
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

璧五

具
体
的
検
討
に
入
る
前
に
、
『
基
俊
集
』
『
登
蓮
集
』
に
つ
い
て
の
書
誌

て
い
る
資
料
で
あ
る
。
以
下
、
前
稿
の
検
討
成
果
や
方
法
を
踏
襲
し
、
徳

の
表
記

一
般
に
定
家
真
筆
と
さ
れ

林

田

定

男



右
は
、
当
該
資
料
の
影
印
が
収
め
ら
れ
て
い
る
『
徳
川
黎
明
會
叢
書

真
筆
が
間
違
い
な
い
こ
と
を
証
し
て
い
る
。

十
年
の

H
付
を
も
つ
古
筆
了
意
の
も
の
と
が
二
通
、

い
ず
れ
も
定
家

性
を
指
摘
し
て
い
き
た
い
。

る
。
証
文
は
享
保
七
年
の
日
付
を
も
つ
古
筆
了
音
の
も
の
と
、
寛
政

さ
く
「
壱
番
之
／
い
十
七
」
、
左
下
に
「
極
証
文
」
と
記
さ
れ
て
い

お
外
箱
に
は
「
基
俊
集

一
冊
」
と
墨
書
さ
れ
、
さ
ら
に
右
肩
に
小

具
体
的
検
討

二
方
桟
造
り
、
内
側
は
溜
塗
被
蓋
造
り
（
内

無
題
。
見
返
し
は
雲
母
引
き
に
金
銀
の
砂
子
を
霞
に
撤
き
、
切
箔
、

破
箔
を
散
ら
し
て
あ
る
。
扉
は
布
目
打
ち
で
、
金
も
み
箔
散
ら
し
の

復
登
蓮
集
」
と
同
じ
く
定
家
の
筆
跡
で
直

書
き
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
扉
ふ
う
の
も
の
は
、
実
は
冒
頭
部
分
だ
け

で
な
く
、
末
尾
の
部
分
に
も
遊
紙
と
は
別
に
存
し
て
い
る
の
で
、
あ

る
い
は
こ
れ
が
本
来
の
表
紙
で
、
現
表
紙
は
の
ち
に
添
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
遊
紙
は
前
後
に
一
丁
ず
つ
、
墨
付
本
文
は
基
俊
集

が
十
丁
、
登
蓮
集
が
四
丁
、
計
十
六
丁
。
料
紙
は
や
や
椿
ま
じ
り
と

思
わ
れ
る
斐
紙
。
保
存
用
の
箱
は
二
重
に
な
っ
て
い
て
、
外
箱
は
杉

黒
漆
）
で
あ
る
。
な

そ
の
た
め
、
以
下
の
検
討
に
お
け
る
『
基
俊
集
』
お
よ
び
『
登
蓮
集
』

そ
の
書
風
に
変
遷
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

一
口
に
定
家
の
書
風
と
い
っ
て
も
、
名
児

紫
紙
。
中
央
に
「
基
俊

で
、
列
帖
装
。
表
紙
は
浅
葱
地
に
雲
気
・
砂
綾
形
文
の
雲
母
刷
り
。

の
で
あ
る
。
〈
筆
跡
は
疑
う
余
地
の
な
い
定
家
真
筆
で
あ
る
〉
と
記
さ
れ

あ
る
。
タ
テ
一
五
・
ニ
糎
、
ヨ
コ
一
五
・

0
糎、

い
わ
ゆ
る
枡
形
本

の
本
文
冒
頭
か
ら
九
行
目
ま
で
（
四
0
八
S
四
0
九
頁
）
を
抄
出
し
た
も

二
集
の
合
綴
本
で
あ
る
。
筆
跡
は
疑
う
余
地
の
な
い
定
家
真
筆
で

和
歌
篇
二

て
い
る
が
、
引
用
文
の
範
囲
か
ら
は
そ
う
と
い
え
る
積
極
的
根
拠
を
見
出
2
 

せ
な
い
の
は
勿
論
の
こ
と
、
こ
れ
以
降
の
本
文
で
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
当
該
資
料
が
定
家
風
の
文
字
で
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
厳
然

た
る
事
実
で
あ
る
。
た
だ
し
、

耶
明
(
-
九
九
九
）
で
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
年
齢
に
よ
っ
て
定
家
は

の
比
較
資
料
は
、
そ
れ
ら
と
書
風
の
類
似
す
る
も
の
（
同
年
代
の
書
写
と

思
し
き
も
の
）
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
く
。

検
討
対
象
は
、
『
基
俊
集
』
の
和
歌
二
九
首
、
『
登
蓮
集
』
の
和
歌
二
六
首

で
あ
る
。
以
下
、
書
写
形
式
、
漢
字
使
用
、
仮
名
使
用
、
字
形
、

の
四
つ

の
観
点
か
ら
順
に
当
該
資
料
の
定
家
真
筆
資
料
内
に
お
け
る
表
記
の
特
異

私
家
集
・
歌
合
』
に
載
る
解
説
（
久
保
木
哲
夫
氏
執
筆
部
分
）

四呉



[
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
定
家
卿
模
本
／
浅
田
徹
（
二

0
0
0
)
]
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『
基
俊
集
』
二
九
首
の
ほ
と
ん
ど
が
、
三
行
書
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、

其
所
を
置
て
次
の
行
に
可
書
下
旬
之
由
渋
之

四――字七

る
。
和
歌
一
首
あ
た
り
の
平
均
漢
字
使
用
数
は
、
約
0
・
九
字
で
あ
る
。

『
登
蓮
集
』
に
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
字
は
、

如
此
書
雖
有
其
説
当
時
至
愚
之
性
迷

而
不
弁
上
下
旬
只
付
読
安
可
用
左
説

ニ
ー
ニ

漢
字
使
用
の
観
点

こ
こ
で
は
、
ま
ず
使
用
漢
字
の
全
容
を
確
認
し
、
次
に
漢
字
と
仮
名
と

ニ
ー
ニ
ー
一

一
五
字
種
、
ニ
―
字
で
あ

1
0
字
種
、
二
四
字
で
あ

る
。
和
歌
一
首
あ
た
り
の
平
均
漢
字
使
用
数
は
、
約
0
・
八
字
で
あ
る
。

『
基
俊
集
』
に
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
字
は
、

上
句
一
行
に
た
ら
す
な
れ
と
も
只
如
闊
字

漢
字
一
覧

真
名
を
書
交
字
或
ハ
落
字
之
時

そ
ら
に
し
ら
れ
ぬ
ゆ
き
そ
ふ
り
け
る

の
表
記
率
の
一
斑
か
ら
当
該
資
料
の
特
異
性
に
迫
り
た
い
。

さ
く
ら
ち
る
こ
の
し
た
風
は
さ
む
か
ら
て

ら
て
そ
ら
に
し
ら
れ
ぬ
ゆ
き
そ
ふ
り
け
る

ら
れ
る
。

さ
く
ら
ち
る
こ
の
し
た
か
せ
は
さ
む
か

下
句
之
行
之
上
に
書

納
言
集
』
（
縦
一
六
・
ニ
糎
。

書
埒
事

確
認
す
る
。

知
物
様
之
人
称
故
実
態
以
上
句
之
末

蔵
『
大
斎
院
前
の
御
集
』
（
縦
一
六
・
ニ
糎
。
定
家
箪
部
分
一
九
首
。
以
下

「
大
斎
前
集
」
）
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
恵
慶
集
』
（
縦
一
五
・
三
糎
゜

定
家
筆
部
分
一
〇
一
首
。
以
下
「
恵
慶
集
」
）
、
出
光
美
術
館
蔵
『
四
条
中

一
八
九
首
。
以
下
「
定
頼
集
」
）
の
書
写
形
式

は
、
『
下
官
集
』
の
記
述
に
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
す
る
。
こ
の
事
実
か
ら
し

て
、
『
基
俊
集
』
『
登
蓮
集
』
（
縦
一
五
・
ニ
糎
）
の
書
写
形
式
の
特
異
性
が
知

れ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
記
述
と
当
該
資
料
の
書
写
形
式
と
の
整
合
性
を

な
お
、
同
じ
く
定
家
筆
（
一
部
）

の
私
家
集
と
さ
れ
て
い
る
日
本
大
学

定
家
の
著
と
さ
れ
る
『
下
官
集
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
認
め
ら

相
当
す
る
一
―
首
が
先
の
記
述
に
一
致
し
な
い
書
写
形
式
で
あ
る
。

ニ
ー

書
写
形
式
の
観
点

『
登
蓮
集
』
で
は
二
六
首
ほ
ぼ
す
べ
て
が
二
行
書
で
あ
る
が
、
約
四
割
に



漢
字
と
仮
名
と
の
表
記
率

も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
次
節

で
は
こ
の
点
を
追
究
し
て
み
た
い
。

ニ
ー
ニ
ー
ニ

先
に
生
じ
た
疑
問
を
解
消
す
る
た
め
に
、
同
語
間
に
お
け
る
漢
字
と
仮

名
と
の
書
き
分
け
の
実
態
を
調
査
す
る
。
次
に
挙
げ
る
表
が
、
そ
の
調
査

結
果
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
結
果
は
比
較
資
料
と
の
本
文
内
容
の
相
違
に
由
来
す
る

▽
『
基
俊
集
』

水
・
昔
・
山
・
夜

▽
『
登
蓮
集
』

（
一
五
字
種
）

(
1
0
字
種
）

使
用
数
一
・
七
、
「
恵
慶
集

(
1
0
一
首
）
」
で
は
漢
字
字
種
九
六
、
平
均
漢

字
使
用
数
ニ
・
九
、
「
定
頼
集
(
-
八
九
首
）
」
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
八
三
字

種
、
ニ
・
一
字
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
比
す
る
と
、
当
該
資
料
の
使

用
漢
字
字
種
と
平
均
使
用
漢
字
数
の
少
な
さ
が
明
白
で
あ
る
。

比
較
資
料
の
「
大
斎
前
集
(
-
九
首
）
」
は
漢
字
字
種
一
八
、
平
均
漢
字

秋
．
君
•
月
：
J
L．
露
・
葉
・
花
・
人
・
身
・
物

秋
・
風
．
君
・
草
・
心
•
月
・
露
・
夏
・
葉
・
春
・
人
・

次
に
使
用
漢
字
の
一
覧
を
示
す
。

右
の
表
か
ら
『
基
俊
集
』
『
登
蓮
集
』
で
は
、
お
も
ふ
（
思
）
・
か
ぜ
（
風
）
．

一
斑
を
確
認
し

か
な
（
哉
）
・
や
ま
（
山
）
な
ど
仮
名
表
記
優
勢
の
語
が
、
そ
れ
以
外
の
資

料
で
は
逆
に
漢
字
表
記
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

た
に
す
ぎ
な
い
が
、
先
の
疑
問
は
ひ
と
ま
ず
払
拭
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ

うか。ここに至り、ようやく使用漢字字種および平均漢字使用

山 身 人 月 哉 風 思

仮 漢 麿漢 仮 漢 仮 漢 悶漢 悶漢 仮 漢 喜名 字 字 名 字 名 字 字 字 名 字
別

基
7 I 

゜゚゜
3 

゜
3 7 

゜
2 1 2 

゜
俊
集

登
1 

゜゚
4 

゜
5 2 4 4 

゜
4 

゜
6 

゜
蓮
集

゜
4 

゜゚゜
2 1 I 4 

゜゚゜゚
3 盆鷹

宙、Cヽ

゜
13 

゜゚゜
16 

゜
8 2 10 2 7 I 7 慶

集

疋占

1 16 

゜
7 I 36 

゜
16 8 14 

゜
5 16 23 頼

集

璧
八



な
っ
て
い
る
こ
と

資
料
で
は
「
川
（
つ
）
」

で
あ
る
が
、

『
基
俊
集
』
だ
け
は
「
徒
」
と

そ
の
よ
う
に
明
言
で
き
な
い
こ
と

下
に
列
挙
す
る
。

の
も
じ
づ
か
い
」

の
実
態
で
あ
る
。

下
掲
の
表
は
、

ハ
・
ツ
・
ナ
・
ケ
・
マ
・
ミ
の
六
種
の
仮
名
の

数
の
少
な
さ
と
い
っ
た
『
基
俊
集
』
『
登
蓮
集
』
の
漢
字
使
用
に
お
け
る
特

異
点
を
指
摘
し
え
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
当
該
資
料

に
見
ら
れ
る
漢
字
は
名
詞
に
限
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
付
言
し
て
お
く
。

ニー三

こ
こ
で
は
、
「
仮
名
も
じ
づ
か
い
」
及
び
「
定
家
の
か
な
づ
か
い
」
の
両

ニ
ー
三
ー
一

下
表
か
ら
看
取
さ
れ
る
、

『
基
俊
集
』

『
登
蓮
集
』

の
主
な
特
異
点
を
以

・
ハ
の
仮
名
の
代
表
字
母
は
、
「
大
斎
前
集
」
以
下
三
資
料
の
仮
名
分
布

実
態
か
ら
「
者
」
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
『
基
俊
集
』
『
登
蓮
集
』
で
は

・
ツ
の
仮
名
の
代
表
字
母
は
、
『
登
蓮
集
』
と
「
大
斎
前
集
」
以
下
の
三

仮
名
も
じ
づ
か
い

面
か
ら
当
該
資
料
の
特
異
点
を
指
摘
し
た
い
。

仮
名
使
用
の
観
点

「
仮
名

璧九

ミ マ ケ ナ ツ Jヽ 音節

t 凡み しi、9位虫--）、 ~ もけIt がなt.... ぢ臼仔ラ はIヽ ( 各仮名

゜
3 3 

゜゚
2 3 

゜゚
2 1 1 6 1 6 

゜
4 2 

゜
4 5 語頭 ， 1 

゜
3 

゜゚
6 2 

゜
1 3 1 1 1 1 3 

゜
3 2 

゜
2 4 語中

゜
1 

゜゚゜
5 5 

゜
1 4 1 5 

゜゚゜゚
3 1 

゜
1 3 語尾

゜゚゜゚゜
2 2 

゜
1 1 1 6 1 1 6 

゜
5 

゜
5 3 1 助詞・助動詞

゜
2 5 

゜゚
2 4 

゜゚
1 

゜゚
5 2 3 

゜
1 4 

゜
2 2 語頭

登1 

゜゚゜゚゜
1 

゜
1 2 1 1 1 

゜゚゜゚
2 1 2 5 語中

3 1 1 

゜
1 3 2 

゜゚
7 2 2 

゜゚
3 1 

゜
6 3 1 2 語尾 塁

2 2 1 

゜゚
2 

゜゚
2 

゜
4 4 5 1 ， 
゜
2 

゜
6 8 4 助詞・助動詞

゜
5 3 

゜゚
1 1 

゜゚
3 2 

゜゚
1 1 

゜
1 

゜゚゜
5 語頭

I 集゜゚
2 

゜゚
1 

゜゚゜゚゜゚゜゚
3 

゜
2 3 

゜゚
2 語中

゜゚
6 

゜゚゜
2 

゜
1 1 

゜゚゜゚゜゚
1 1 

゜゚゜
語尾

゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜
3 

゜゚
5 

゜゚
1 5 3 6 助詞・助動詞

1 19 16 

゜゚
6 22 1 1 2 5 

゜゚
7 36 

゜
4 17 1 

゜
12 語頭

I 1 

゜
6 

゜゚
2 ， 
゜゚゜

3 

゜
1 2 11 1 

゜
19 2 2 6 語中

3 3 10 

゜
2 

゜
5 

゜
2 

゜
4 

゜゚゜゚゜゚
15 1 4 8 語尾

1 1 4 

゜
1 5 4 

゜゚
1 5 2 1 

゜
15 

゜
2 ， 3 25 41 助詞・助動詞

3 45 15 1 1 17 34 

゜゚
1 12 

゜
7 14 58 

゜
3 35 3 1 24 語頭

定1 1 21 

゜゚
4 12 

゜゚
4 8 

゜
1 4 14 

゜
3 27 3 3 13 語中

8 

゜
10 

゜
1 3 13 

゜
3 37 6 

゜゚
1 1 

゜
3 16 4 ， 19 語尾 冒

1 

゜
8 

゜
1 4 4 

゜゚゜
60 7 5 1 43 

゜
1 13 3 31 118 助詞・助動詞



成
』
第
二
巻
（
明
治
書
院
、

一
九
七
五
年
）
に
拠
っ
た
。

・
ナ
の
仮
名
は
、
「
大
斎
前
集
」
以
下
の
三
資
料
に
比
べ
、
『
基
俊
集
』
お

『
登
蓮
集
』

の
「
那
」
を
字
母
と
す
る
仮
名
の
使
用
数
（
使
用

な
っ
て
い
る
が
、
『
基
俊
集
』
『
登
蓮
集
』
、
特
に
前
者
で
は
「
計
」
と

な
っ
て
い
る
が
、
『
基
俊
集
』
『
登
蓮
集
』
、
特
に
前
者
で
は
「
末
」
と

ニ
ー
ニ
—
二

を
書
き
分
け
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
大
野
晋
(
-
九
五

0
)
に
お
い
て

実
証
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
前
掲
論
文
は
同
(
-
九
八
二
）
に
再
録
さ
れ
、

そ
の
巻
末
に
付
さ
れ
た
〈
「
仮
名
遣
い
の
起
源
に
つ
い
て
の
研
究
」
資
料
〉

に
は
、
定
家
の
仮
名
遣
い
実
例
も
多
数
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ

れ
に
依
拠
し
て
、
『
基
俊
集
』
『
登
蓮
集
』

の
特
異
点
を
指
摘
す
る
。
次
に

挙
げ
る
も
の
は
、
そ
の
相
違
例
で
あ
る
。
な
お
、
歌
番
号
は
『
私
家
集
大

ヲ
の
仮
名
と
オ
の
仮
名
と

ニ
ー
四
字
形
の
観
点

く
と
く
ら
ん

三
番
歌
）

0
あ
け
ぬ
る
を
い
せ
の
は
ま
を
き
お
り
し
き
て
い
も
こ
ひ
し
く
に
み
つ

ん
と
す
ら
ん

ま
ず
『
基
俊
集
』
の
例
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
三
番
歌
の
第
五
句

H
「お

そ
く
（
遅
く
）
」
、

一
五
番
歌
）

一
五
番
歌
の
第
二
句
目
「
お

た
（
小
田
）
」
、
第
四
句
目
お
よ
び
一
六
番
歌
の
第
三
句
目
の
「
お
と
（
音
）
」

は
、
定
家
の
実
例
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
を
た
」
（
『
仮
名
文
字
遣
』
に
拠
る
）
、

④
 

「
を
と
」
と
な
っ
て
い
る
。

字
形
の
面
か
ら
の
検
討
は
、
そ
の
対
象
を
和
歌
に
限
ら
ず
詞
書
部
分
に

ま
で
拡
張
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
で
比
較
対
象
と
し
て
取
り
上

そ
し
て

『
登
蓮
集
』

の
例
に
つ
い
て
は
、

定
家
は
ア
ク
セ
ン
ト
の
高
低
に
基
づ
い
て
、

例
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
を
そ
く
」
、
「
お
き
」
と
な
っ
て
い
る
。

定
家
の
か
な
づ
か
い

一
六
番
歌
の
第
二
句
目
「
を
き
（
荻
）
」
は
、
定
家
の
実

な
っ
て
い
る
こ
と

か
な
し
き

（
登
蓮
集

一
六
番
歌
）

・
マ
の
仮
名
の
代
表
字
母
は
、
「
恵
慶
集
」
「
定
頼
集
」
で
は
「
万
」
と

0
さ
よ
ふ
か
く
し
く
れ
て
わ
た
る
お
と
き
け
は
お
も
ひ
も
わ
か
す
物
そ

な
っ
て
い
る
こ
と

（
登
蓮
集

0
あ
す
よ
り
や
お
た
の
な
る
こ
も
ひ
き
か
へ
て
し
く
れ
の
お
と
に
な
ら

・
ケ
の
仮
名
の
代
表
字
栂
は
、
「
恵
慶
集
」
「
定
頼
集
」
で
は
「
介
」
と

る
月
か
な

（
基
俊
集

一
六
番
歌
）

率
）
の
多
さ
（
高
さ
）
に
目
を
引
か
れ
る
こ
と

よ
び

（
基
俊
集

0
み
よ
し
の
、
や
ま
ゐ
の
つ
ら
、
む
す
へ
は
や
は
な
の
し
た
ひ
も
お
そ

器
0



縦
画
と
書
く
場
合
、

定
家
の
草
冠
の
書
き
方
（
行
書
）
は
二
種
あ
り
、
一
っ
は
横
画
、
縦
画
、

い
ま
―
つ
は
縦
画
、
縦
画
、
横
画
と
書
く
場
合
で
あ

漢
字
「
草
」
の
筆
順
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
冠
の
部
分
に
注
目
す
る
。

「
草
」
の
筆
順
、
「
桜
」
と
「
鹿
」
の
く
ず
し
方
の
三
つ
を
取
り
上
げ
る
。

ニ
ー
四
ー
一

口
「
草
」
の
字
形

漢
字
字
形

な
お
、
後
掲
の
図
版
は
影
印
を
適
宜
縮
小
し
臨
模
し
た
も
の
で
あ
る
。

字
の
形
状
ま
で
は
書
写
内
容
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
新
た
に
比
較
対
象
に
加
え
る
資
料
は
、
冷
泉
家
時

雨
亭
文
庫
蔵
『
拾
遺
愚
草
』
（
以
下
、
「
拾
遺
愚
草
」
）
、
同
嘉
禄
二
年
四
月
書

写
本
『
古
今
和
歌
集
』
（
以
下
、
「
嘉
禄
本
」
）
、
同
『
後
撰
和
歌
集
』
（
以
下
、

「
後
撰
集
」
）
、
安
藤
積
産
合
資
会
社
蔵
『
古
今
和
歌
集
』
（
以
下
「
伊
達
本
」
）
、

同
『
拾
遺
和
歌
集
』
（
以
下
「
拾
遺
集
」
）
、
酒
井
家
旧
蔵
『
近
代
秀
歌
』
（
以

下
、
「
近
代
秀
歌
」
）
、
御
物
本
『
更
級
日
記
』
（
以
下
、
「
更
級
日
記
」
）
、
大

橋
家
蔵
『
源
氏
物
語
奥
入
』
（
以
下
、
「
奥
入
」
）
、
の
八
資
料
で
あ
る
。
以
上

の
資
料
を
用
い
な
が
ら
特
異
点
を
指
摘
し
て
い
き
た
い
。

比
較
対
象
資
料
と
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
少
な
く
と
も
定
家
の
場
合
、
文

げ
た
三
文
献
に
加
え
て
、
よ
り
幅
広
い
文
献
を
『
基
俊
集
』
『
登
蓮
集
』
の

④
豆
羹
＇

④ 

阻

・
拾
遺
集
（
七
六
七
、

弁
在

會
宝
だ

④
チ
／
デ
菟
喜

と
な
っ
て
お
り
、

い
ず
れ
の
タ
イ
プ
に
も
分
類
で
き
な
い
。

る
。
主
用
の
前
者
を
④
タ
イ
プ
、
後
者
を
⑤
タ
イ
プ
と
す
る
。
と
こ
ろ

が
、
左
掲
の
『
基
俊
集
』
の
例
は
草
冠
の
筆
順
が
、
縦
画
、
横
画
、
縦
画

・
基
俊
集
（
二
ニ
番
歌
）

・
恵
慶
集
（
九
番
歌
）

※
R
タ
イ
プ
の
例

・
嘉
禄
本
（
二
七
七
番
歌
）

・
定
頼
集
（
八
二
番
歌
）
④
ォ
ふ
分
午

・
拾
遺
集
（
九
三
番
歌
）

―
二
八

0
番
歌
）



明
ら
か
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
或
は
使
用
字
体
の
異
な
り
で
あ
ろ
う

、。カ・
基
俊
集
(
―
一
番
・
―
二
番
歌
）
―

R
い

•
長

漢
字
「
鹿
」
の
く
ず
し
方
は
、
『
基
俊
集
』
と
そ
れ
以
外
の
資
料
と
で
は

•
伊
達
本
（
六
二
番
歌
）

袢
そ

ロ
「
桜
」
の
字
形

料
と
で
は
明
ら
か
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
或
は
使
用
字
体
の
異
な
り
で

あ
ろ
う
か
。

・
基
俊
集
（
四
番
歌
詞
書
）
布

・

恵

慶

集

（

二

九

番

歌

）

ゼ

も

・
登
蓮
集
（
二
番
歌
詞
書
）
マ
涵

口
「
鹿
」
の
字
形

漢
字
「
桜
」
の
く
ず
し
方
は
、
『
基
俊
集
』
『
登
蓮
集
』
と
そ
れ
以
外
の
資

,<‘ 

・
登
蓮
集
（
二
五
・
ニ
六
番
歌
）

ら
i

り
為
斉
そ
ぷ

「
遣
（
け
）
」
「
美
（
み
）
」
の
二
つ
を
取
り
上
げ
る
。

•
伊
達
本
（
二
五
番
歌
）

二
—
四
ー
ニ

口
「
遣
」
の
仮
名

『
基
俊
集
』
『
登
蓮
集
』
で
は
、
「
逍
」
仮
名
の
第
一
画
目
が
点
二
つ
の
連

続
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
以
外
の
資
料
で
は
横
画
と
な
っ
て
い
る
。

・
基
俊
集
（
一
・
ニ
ニ
・
ニ
六
番
歌
）

・
恵
慶
集
（
九
・
三
ニ
・
三
三
番
歌
）

仮
名
字
形

？
岳
ぃ

・
拾
遺
愚
草
（
二
三
四
六
番
歌
）

杯
声

盟―



・
奥
入
（
「
角
総
」
「
う
き
舟
」
「
か
け
ろ
ふ
」
）

．
拾
遺
愚
草
(
-
四
一
・
一
九
八
ニ
・
ニ
六
0
八
番
歌
）

兌

を

あ

上

笙

今

令

•
更
級
日
記
侭
名
＼
邑
ぎ
弓

t
亨

・
近
代
秀
歌

弓
あ
字
の
付
¥
ぶ

不
ャ
不

9

・
後
撰
集
（
二
四
一
・
―

1
0
四
・
＿
二
九
六
番
歌
）

令
4

0

名
尺

・
恵
慶
集
（
六
ニ
・
九
四
・
九
六
・
九
九
番
歌
）

R
み
，
I
J
R
{
｛

t「
i

R
Tし

・
嘉
禄
本
(
-
八
三
・
六
三
八
・
九
九
四
番
歌
）

告
ふ

tャ
そ
じ
ら
号
へ

•
伊
達
本
(
-
三
四
・
六
二
五
・
六
三
九
番
歌
）

も
i

育

t乃
虐

わ

令

・
定
頼
集
（
一
・
ニ
四
・
一
五
一
番
歌
）

-tr“
製
平

ぶを

t
t
;；-
．
相
を
↓
＇
＼

ロ
「
美
」
の
仮
名

・
登
蓮
集
（
一
・
ニ

O・

二
三
・
ニ
四
番
歌
）

⑤ク、

t
|＼
⑥
｛
、
ノ
で
、

・
大
斎
前
集
（
二
•
四
・
ニ
三
八
・
三
二
九
番
歌
）

④
如
す
み
1

④
石
ん
'
R
み
じ
ろ
④
す
ん
ィ
あ

を
i

呵
ゎ

④ 
毛
4-t

朽
き
も
し

盟―

こ
の
仮
名
字
体
の
右
端
部
分
に
注
目
す
る
と
、
上
方
へ
の
筆
の
動
き
が

明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
例
と
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
例
と
が
あ
る
こ
と

に
気
づ
く
。
主
用
の
前
者
を
④
タ
イ
プ
、
後
者
を
⑥
タ
イ
プ
と
お
く
。
と

こ
ろ
が
、
『
基
俊
集
』
『
登
蓮
集
』
で
は
⑥
タ
イ
プ
が
主
用
と
な
っ
て
い
る
。

・
基
俊
集
（
ニ
・
九
・
ニ
ニ
・
ニ
五
番
歌
）

④
{
ー
,
R
み
<
心
グ



い
て
の
解
説
で
あ
る
。

天
福
元
年
記
の
一
部
は
天
三
本
）
、
法
量
も
天
地
を
切
っ
た
と
す
れ

家
に
提
出
し
た
天
福
元
年
頃
の
『
明
月
記
』
と
同
じ
で
あ
り
（
但
し
、

天
二
本
、
地
一
本
の
用
紙
は
、
俊
成
卿
女
が
家
集
を
自
撰
し
て
定

一
で
は
敢
え
て
触
れ
な
か
っ
た
が
、
実
は
五
島
美
術
館
展
覧
会
図
録

を
示
す
程
度
に
止
め
た
い
。

地
に
一
本
の
界
線
を
持
つ
用
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
〉
と
い
う
。

表
記
の
特
異
性
を
指
摘
し
た
。

次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
書
写
者
に
つ
い
て
で
あ
る
。

資
料
が
定
家
真
筆
で
な
い
と
す
れ
ば
、

二
の
検
討
で
、
『
基
俊
集
』
『
登
蓮
集
』

書
写
者
に
つ
い
て

・
定
頼
集
（
六
ニ
・
六
七
・
七
七
・
一
三
一
番
歌
）

④
み
ク
Jく

込

④

み

f
ク
ー
っ
り
名
G

立
qsみ

R
1
 
R
々
ク
タ
令
'
R
-
『
み
t

つ
ま
り
、
当
該

い
か
な
る
人
物
に
よ
っ
て
書
写
さ

れ
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
未
だ
確
証
の
持
て

る
結
論
を
導
き
出
せ
て
は
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
の
方
向
性

0
七
『
定
家
様
』
(
-
九
八
七
年
）
に
『
基
俊
集
』
『
登
蓮
集
』
の
書
写
者
に

関
す
る
注
目
す
べ
き
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
は
次
に
挙
げ
る
当
該
資
料
に
つ

〈
そ
れ
ぞ
れ
筆
者
は
異
な
る
〉
、
〈
定
家
周
辺
の
人
物
の
書
で
あ
る
〉
と

5
 

指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
論
拠
に
乏
し
い
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か

前
掲
の
説
は
、
た
と
え
『
基
俊
集
』
、
『
登
蓮
集
』
の
書
写
者
が
そ
れ
ぞ
れ

6
 

異
な
る
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
を
類
筆
と
み
な
す
こ
と
ま
で
は
妨
げ
る
も
の

で
は
な
か
ろ
う
。
類
筆
と
い
う
範
疇
に
は
、
旧
稿
で
取
り
上
げ
た
天
理
図

の
定
家
真
筆
文
献
内
に
お
け
る

⑤

1
 

R
1
 

書
館
蔵
『
賓
方
集
』
、
同
館
蔵
『
一
宮
紀
伊
集
』
も
加
え
ら
れ
る
。
そ
の
他

に
も
、
そ
れ
と
思
し
き
資
料
が
な
い
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
渡
邊
裕
美

の
断
簡
を
挙

子
（
二

0
0
四
）
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
『
俊
成
卿
女
集
』

げ
て
お
き
た
い
。
こ
の
断
簡
の
〈
書
風
は
定
家
様
で
あ
り
、
天
に
二
本
、

さ
て
、
渡
邊
氏
は
以
下
の
よ
う
に
稿
を
閉
じ
る
。
重
要
な
の
は
こ
の
部

分
で
あ
る
。

し
、
こ
の
説
に
ひ
と
ま
ず
左
担
し
た
い
。

頁）。
筆
致
に
み
え
な
い
も
の
。
定
家
周
辺
の
人
物
の
書
で
あ
る

（
八
六

者
は
異
な
る
。
「
基
俊
集
」
の
流
麗
さ
、
な
ま
め
か
し
さ
は
、
定
家
の

一
冊
の
内
に
「
基
俊
集
」
、
「
登
蓮
集
」
を
収
め
る
。
そ
れ
ぞ
れ
筆

四
四
四



然
の
結
果
と
い
え
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
存
す
る
。
し
か
し
な

存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
断
言
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
定
家
真
筆
と
称
さ
れ
て
い
る
『
基
俊
集
』
『
登
蓮
集
』
の
特

お
わ
り
に

ば
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
断
簡
が
書
写
さ
れ

こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
明
月
記
』
と
の
料
紙
の
一
致
が
認

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
ま
で
は
い
え
る
だ
ろ
う
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
本
稿
で
特
に
『
俊
成
卿
女
集
』
断
簡
を
取
り
上
げ
る
所
以
は
こ
こ
に

つ
い
て
、
あ
く
ま
で
も
現
段
階
で
結
論
的
な
こ
と
を
い
う
と
す
れ
ば
、
定

家
真
筆
説
を
と
る
よ
り
は
定
家
側
近
筆
説
を
と
る
方
が
ま
だ
穏
当
で
あ
る

8
 

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

異
性
を
四
つ
の
観
点
か
ら
指
摘
し
、
当
該
資
料
の
書
写
者
が
定
家
本
人
で

な
く
定
家
近
辺
の
人
で
あ
る
可
能
性
を
示
し
た
。

二
の
検
討
で
指
摘
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
特
異
点
は
、
個
別
的
に
み
る
と
偶

真
筆
文
献
と
同
等
の
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
旧
稿
で
取
り

上
げ
た
天
理
図
書
館
蔵
『
賓
方
集
』
、
同
館
蔵
『
一
宮
紀
伊
集
』
と
同
様
に
、

こ
れ
ら
一
連
の
資
料
の
持
つ
例
外
性
、
そ
れ
自
体
の
意
義
を
問
う
必
要

は
な
い
と
は
い
え
な
い
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
定
家
真
筆
説
に
固
執
す
る

よ
り
も
、
客
観
的
見
地
か
ら
真
筆
説
に
疑
問
を
呈
す
る
こ
と
の
方
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

[
注
]

ヽ
ー
~
，ー

，
~
ー
，
＇撰
和
歌
集
』
一
例
を
挙
げ
る
と
、
小
松
茂
美
(
-
九
六
一
）

の
筆
者
を
推
定
に
す
る
に
あ
た
っ
て
、
使
用
字
母
の
対
比
に

よ
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
光
学
的
研
究
法
も
用

い
ら
れ
て
い
る
が
、

四璧

で
は
二
荒
山
本
『
後

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
前
提
に
立
た
な
け
れ
ば
筆
者

の
記
述
に
一
致
す
る
も
の
は

藤
原
教
長
説
は
成
立
し
な
い
。

②
定
家
自
筆
と
い
う
認
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
背
景
に
時
代
的
制
約
等

の
諸
事
情
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
敢
え
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

③
実
際
の
と
こ
ろ
、
何
を
も
っ
て
「
行
」
と
呼
ぶ
の
か
も
問
題
に
な
る

わ
け
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
『
下
官
集
』

し
た
が
っ
て
、
『
基
俊
集
』
『
登
蓮
集
』
等
の
一
連
の
資
料
の
書
写
者
に

説
を
補
強
し
う
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
断
簡
の
存
在
は
前
述
の
『
基
俊
集
』
定
家
側
近
筆

め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
当
該
断
簡
は
定
家
周
辺
で
書
写
さ
れ
た

大
き
な
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。

た
事
情
を
考
え
る
上
で
は
、
重
要
な
情
報
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

が
ら
、
そ
れ
ら
を
包
括
的
に
み
る
と
『
基
俊
集
』
『
登
蓮
集
』
を
他
の
定
家



も (5) 

筆
蹟
は
、
「
基
俊
集
」
「
登
蓮
集
」
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
り
、
「
基
俊
集
」

一
九
九
九
年
、
徳
川
美
術
館
発
行
の
同
館
名
品
集
③
『
書
の
美
』

で

し
た
た
め
に
、
そ
れ
と
字
形
の
類
似
す
る
「
徒
」
仮
名
を
書
記
し
て
し
ま
っ

該
断
簡
と
最
も
近
い
も
の
は
天
理
大
学
図
書
館
蔵
『
賓
方
集
』

で
あ
る
。

た
も
の
で
あ
る
と
単
純
に
処
理
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。

り
」
で
あ
る
。
後
者
の
「
ぢ
」
と
「
じ
」
、
い
わ
ゆ
る
四
ツ
仮
名
の
混

報
告
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
先
の
例
は
「
須
」
仮
名
を
誤
認

等
の
研
究
で
、
平
安
後
期
の
仮
名
文
献
に
お
け
る
四
つ
仮
名
の
混
同
例
が

ち
こ
ろ
も
」
と
「
ふ
し
こ
ろ
も
」
の
二
種
の
仮
名
遣
い
を
し
て
い
る

「
折
」
に
つ
い
て
「
お
り
」
と
「
を
り
」
、
「
藤
衣
」
に
対
し
て
「
ふ

か
な
り
古
い
例
を
発
見
し
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

誤
写
で
は
な
い
と
認
め
、
且
つ
当
該
資
料
を
定
家
真
筆
と
み
る
な
ら
ば
、

一
般
に
、
四
つ

と
「
名
家
家
集
切
」
と
の
仮
名
用
字
法
の
類
似
性
を
も
指
摘
し
て
い
る
。

し
つ

（
基
俊
集

9

ー
~
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な
づ
か
い
」
の
相
違
例
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

0
夏
の
夜
の
月
ま
つ
ほ
と
の
て
つ
さ
ひ
に
い
は
も
る
し
水
い
く
む
す
ひ

本
来
「
て
す
さ
ひ
」
と
表
記
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

1
0
番
歌
）

こ
の
『
基
俊
集
』
一

0
番
歌
の
第
三
旬
目
「
て
つ
さ
ひ
（
手
遊
び
）
」
は
、

仮
名
の
混
用
は
中
世
末
期
か
ら
は
じ
ま
る
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を

し
か
し
な
が
ら
、
先
に
述
べ
た
国
語
史
の
通
説
は
再
検
証
を
要
す
る
部

分
が
存
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
遠
藤
邦
基
（
二

0
0
六）

献
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
前
掲
『
定
家
様
』

の
説
を
承
け
て
の
こ
と
で

6
 

く
見
出
さ
れ
る
資
料
間
の
関
係
を
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
中
川
美
和
（
二

0

類
筆
と
は
、
同
筆
と
ま
で
は
い
い
難
い
が
、
書
風
上
の
共
通
点
が
多

0
三
）
は
類
筆
関
係
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
「
高
野
切
古
今
和
歌
集
第
二
種
」

『
基
俊
集
』
、
『
登
蓮
集
』
、
そ
の
他
の
類
筆
資
料
に
お
け
る
仮
名
用
字
法

の
観
点
か
ら
の
分
析
結
果
は
稿
を
あ
ら
た
め
て
提
示
し
た
い
。

⑦
渡
邊
氏
は
当
該
断
簡
の
表
記
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ

て
い
る
。の

が
、
大
き
な
問
題
と
な
ろ
う
。
前
者
は
定
家
仮
名
遣
い
で
は
「
お

同
は
一
般
的
に
は
近
世
期
に
な
っ
て
現
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

完
全
と
は
い
え
な
い
が
、
類
筆
資
料
と
の
共
通
点
が
書
風
以
外
に
も
存

在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
書
風
に
関
し
て
い
え
ば
、
類
筆
資
料
中
、
当

あ
ろ
う
か
。

と
解
説
さ
れ
て
い
る

（
四
辻
秀
紀
氏
担
当
執
筆
）
。
同
書
に
主
要
参
考
文

次
に
挙
げ
る
所
謂
四
つ
仮
名
の
混
同
例
も
、
広
義
で
は
「
定
家
の
か

は
定
家
周
辺
の
人
物
の
手
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

四
四
六



ぷ
出
版
、

『
源
氏
物
語

近
代

四
四
七

奥
入
』
（
ほ
る

聞
社
、

（
一
九
八
二
）
『
仮
名
遣
と
上
代
語
』
（
岩
波
書
店
）

8
 

の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
所
謂
「
擬
定
家
本
私
家
集
」
（
時
雨
亭
叢
書

第
七
三
巻
等
所
収
）
の
存
在
を
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
今
後
の
定
家
様
（
定

家
流
）
研
究
は
進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
参
考
ま
で
に

異
な
る
伝
定
家
筆
の
基
俊
集
断
簡
（
時
雨
亭
叢
書

付
言
す
る
と
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
は
、
『
基
俊
集
』
と
は
本
文
系
統
の

第
九
巻
所
収
）
が
蔵

和
歌
篇
二
『
私
家
集
・
歌
合
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九

八
五
年
）
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
二
巻
『
古
今
和
歌
集

嘉
禄
二
年
本
』

（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
二
年
）
・
同
第
三
巻
『
後
撰
和
歌
集

（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
三
年
）
・
同
第
九
巻
『
拾
遺
愚
草

一
九
九
五
年
）
・
同
第
十
八
巻
『
平
安
私
家
集

二
0
0
五
年
）
、
復
刻
8
本
古
典
文
学
館

一
九
七
一
年
）
、
『
更
級
日
記

院
、
一
九
七
九
年
）
、
日
本
名
跡
叢
刊

天
福
二
年

本
』
（
朝
日
新
聞
社
、
二

0
0
四
年
）
・
同
第
八
巻
『
拾
遺
愚
草下
』
（
朝
日
新

四
』
（
朝
日
新
聞

社
、
一
九
九
六
年
）
・
同
第
七
三
巻
『
擬
定
家
本
私
家
集
』
（
朝
日
新
聞
社
、

翻
刻
・
校
注
・
影
印
』
（
笠
間
書

三
三
『
鎌
倉
ー
藤
原
定
家

上
中
』

大
野
「
四
つ
仮
名
」
「
開
合
」
ー
」
『
国
語
文
字
史
の
研
究
』
九
（
和
泉
書
院
）

秀
歌
』
（
二
玄
社
、
一
九
八
七
年
）
、
『
藤
原
定
家
筆

書
院
、
一
九
九
一
年
）
、
『
藤
原
定
家
筆

徹
（
二

0
0
0
)
「
下
官
集
の
諸
本
ー
付
・
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
「
定

（二

0
0
1
)
「
下
官
集
の
定
家
ー
差
異
と
自
己
ー
」
（
『
国
文
学

研
究
資
料
館
紀
要
』
第
二
七
号
）

文
学
孜
』
第
八
二
号
）

拾
遺
和
歌
集
』
（
汲
古
書
院
、
一

一
九
九
二
年
）

植
喜
代
子
(
-
九
七
九
）
「
藤
原
定
家
の
変
体
仮
名
用
法
に
つ
い
て
」
（
『
國

遠
藤
邦
基
（
二

0
0
六
）
「
西
本
願
寺
本
三
十
六
集
の
仮
名
表
記
の
異
例
ー

晋
(
-
九
五

0
)
「
仮
名
遣
の
起
源
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』

第
二
七
巻
第
―
二
号
）

片
桐
洋
一
(
-
九
九
八
）
「
『
土
左
日
記
』
定
家
筆
本
と
為
家
筆
本
」
（
『
国
文

学
』
第
七
七
号
）

兼
築
信
行
(
-
九
九
二
）
「
藤
原
定
家
筆
『
基
俊
集
』
断
簡
に
つ
い
て
」
（
『
ぐ

ん
し
ょ
』
再
刊
第
一
七
号
）

徳
川
黎
明
會
叢
書

[
資
料
]

い
事
象
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

さ
れ
て
お
り
、
兼
築
信
行
(
-
九
九
二
）
に
こ
の
断
簡
を
め
ぐ
る
興
味
深

家
卿
模
本
」
翻
刻
ー
」
（
『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
第
二
六
号
）

浅
田 [
引
用
・
参
考
文
献
]
（
本
文
で
詳
述
し
た
も
の
を
除
く
）

九
九
0
年
）
、
出
光
美
術
館
蔵
品
目
録
『
書
』
（
平
凡
社
、

な
お
、
田
中
登
（
二

0
0
五
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
近
時
そ

古
今
和
歌
集
』
（
汲
古



院）

依
田 的
研
究
」
（
京
都
文
化
博
物
館
研
究
紀
要
『
朱
雀
』
第
七
集
）

「
藤
原
定
家
自
筆
の
平
仮
名
文
に
お
け
る
仮

（
は
や
し
だ
さ
だ
お
／
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
P
D
)

助
成
を
受
け
た
。

科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費

名
の
用
法
に
つ
い
て
」
（
『
國
文
学
孜
』
第
一
三
六
号
）

第
二
巻
『
和
歌
が
書
か
れ
る
と
き
』
、
岩
波
書
店
）

る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
席
上
そ
の
他
で
御
教
示
く
だ
さ
っ

田
中
消
水
義
秋
（
二

0
0
1
)
講
演
「
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
土
左
日
記
』
は
定
家

右
筆
本
に
あ
ら
ず
」
（
『
二
松
学
舎
大
学
東
洋
学
研
究
集
刊
』
第
三
一
集
）

登
（
二

0
0
五）

豊
田
尚
子
(
-
九
九
二
）

三
一
号
）

「
藤
原
定
家
の
書
の
周
辺
」
（
和
歌
を
ひ
ら
く

中
川
美
和
（
二

0
0
1
―
-
）
「
類
筆
と
は
何
か
ー
高
野
切
古
今
和
歌
集
と
名
家

歌
集
切
ー
」
（
東
京
都
立
大
学
『
人
文
学
報
』
三
四

0
号）

名
児
耶
明
(
-
九
九
九
）
「
定
家
の
若
書
き
書
風
に
つ
い
て
」
（
『
書
論
』
第

林
田
定
男
（
二

0
0
三
）
「
天
理
図
書
館
蔵
『
｛
貫
方
集
』
の
表
記
ー
定
家
真

筆
説
へ
の
疑
問
ー
」
（
『
国
文
学
』
第
八
七
号
）

（
二0
0
五
）
「
天
理
図
書
館
蔵
『
一
宮
紀
伊
集
』
の
表
記
—
定

家
真
筆
説
へ
の
疑
問
ー
」
（
『
国
文
学
』
第
八
九
号
）

藤
本
孝
一
(
-
九
九
四
）
「
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
土
左
日
記
』
（
国
宝
）
の
書
誌

泰
（
二

0
0
五
）
『
藤
原
定
家
ー
古
典
書
写
と
本
歌
取
』
（
笠
間
書

た
方
々
に
、
記
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。

な
お
、
追
調
査
お
よ
び
成
稿
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
一
七
・
一
八
年
度

課
題
番
号
1
7
・
8
1
8
3
)

の

小
松
英
雄
（
二

0
0
0
)
『8
本
語
書
記
史
原
論

小
松
茂
美
(
-
九
六
一
）
『
後
撰
和
歌
集

校
本
と
研
究
』
（
誠
信
書
房
）

補
訂
版
』
（
笠
間
書
院
）

付
記

渡
邊
裕
美
子
（
二

0
0
四
）
「
新
出
『
俊
成
卿
女
集
』
断
簡
紹
介
」
（
『
明
月

記
研
究
』
九
号

続
群
書
類
従
完
成
会
）

本
稿
は
関
西
大
学
国
文
学
会
（
二

0
0
五
年
―
二
月
一

0
日
）
に
お
け

四
四
八


